
氏名  真田　信治

学部担当科目

・国文学講読（通年）
・演習Ⅰ（通年）
・演習Ⅱ（通年）
・国語学概論Ⅰ・Ⅱ（前期・後期）
・日本語の歴史Ⅰ・Ⅱ（前期・後期）
・国語学特殊講義（前期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・日本言語文化論Ⅱ（通年）
・研究演習（通年）
・
・

授業科目

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本語学会、日本方言研究会、社会言語科学会

海外の日本語変種の調査研究

日本語教育のための日本語教師養成の講座（「社会言語学」）を担当している。

博報児童教育振興会日本語海外研究者招聘事業審査委員会委員長、NPO日本話しことば協
会理事、日本語学会評議員、新村出記念財団監事

東北大学大学院文学研究科修士課程修了

文学博士（大阪大学）

日本語学、方言学、社会言語学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
人間文化研究機構国立国語研究所での共同研究プロジェクト「日本語変種とクレオール
の形成過程」のプロジェクトリーダーとして、国内外において、フィールドワークを実
施している。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

大学院委員会委員、国際交流委員会委員

大学院博士後期課
程担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科
目

・
・
・
・



共編

編著

編

単著

共著

共著

単著

単著

④

②方言形「ん」と標準語形
「ない」の変容－台湾・宜蘭
クレオールの否定表現－

⑤日本の方言研究と「ひとつ
の日本語」

①The Japanese Language in
Taiwan and other former
Japanese Colonies.

③日本による移住政策と言語
接触の様相－宜蘭クレオール
の形成を中心に－

④ことばの獲得と喪失

⑤

①山本高史著『伝える本。受
け手を動かす言葉の技術』

③台湾の「宜蘭クレオール」
日本語に触れ独自に発達

（その他）

②「方言」というもの

⑤

⑤台湾の「宜蘭クレオール」
について

④The“Glottogram”: A
Geolinguistic Tool
Developed in Japan.

188ｐ

③東台湾泰雅族的宜蘭克里奥
爾

pp.185-196

pp.1-8

（学会発表）

2010.6.12

①私の研究の視点－“社会言
語学”の21年－

②Yilan Creole in Taiwan.

②方言学

③ミクロネシア・サイパン残
存日本語の談話データ

④

書評

記事

サイパン・ビジターセンター

pp.75-89

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①改訂版 社会言語学図集－
日本語・中国語・英語解説－

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

216ｐ

151p

平成22年4月

平成22年9月

平成22年秋

平成22年－

pp.1-10

pp.350-357

秋山書店平成22年4月

平成23年3月

平成23年3月

平成23年3月

「地域言語」21

Journal of Pidgin
and Creole
Languages 25:2

「台湾原住民族研究
季刊」3-3

公明新聞

「理想の詩」308

産経新聞

2010.5.3

2010.6.1

2010.8.21

朝倉書店

国立国語研究所：真
田信治

2010.10.16

サイパン Humanities
Council シンポジウ
ム

日本方言研究会第90
回研究発表会

民族学博物館研究
フォーラム

奈良県医師会看護専
門学校第12回まほろ
ば歴史文化講座

東京外国語大学国際
日本研究センター講
演会

2010.5.28

2010.6.16

2010.5.15

Dialectologia .Spec
ial issue,Ⅰ

「国語学研究」50


